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（電子提供措置の開始日 2026 年５月 28 日） 
 
 
 

その他の電子提供措置事項 
 
 
 

第 75 期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

会社の体制および方針 

【1】業務の適正を確保する体制 

【2】業務の適正を確保する体制の運用状況 

【3】反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方およびその整備状況 

連結株主資本等変動計算書 

連結注記表 

株主資本等変動計算書 

個別注記表 
 
 

セーラー広告株式会社 
 
なお、電子提供措置事項のうち、上記の事項につきましては、法令および当社定款の規定に基

づき、書面交付請求に基づく電子提供措置事項記載書面には記載しておりません。 
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会社の体制および方針 

【1】業務の適正を確保する体制 

内部統制システム構築の基本方針 

 当社グループは、コンプライアンスを徹底し、リスクを管理しながら業務を適正かつ効率的に

遂行するとともに、財務報告の信頼性を確保するために、内部統制システム構築の基本方針を以

下のとおり定め、金融商品取引法およびその他の法令への適合を含め、「業務の有効性と効率性の

向上」、「財務報告の信頼性の確保」、「法令等の遵守」および「資産の保全」を目的として、内部統

制の仕組みを整備、構築し、業務の改善に努める。 
 
１．当社グループの取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

（1）当社グループの社会的責任を果たすため、「法令遵守」、「倫理面の充実」、「社会貢献」およ

び「財務報告の信頼性」を柱とする倫理規範を定め、法令を遵守し、高い倫理規範を持って

行動する。 
（2）コンプライアンスを経営の重要課題のひとつと位置づけ、社員に対しその重要性を強調、明

示し、企業風土作りに努め、当社における重要な法令違反その他コンプライアンスに関する

重要な事実等の報告を受けた場合には、遅滞なく取締役会または経営会議に報告する。 
（3）取締役会は、取締役会等重要な会議をとおして各取締役の職務執行を監督し、監査等委員で

ある取締役は取締役会等重要な会議に出席し、取締役の職務執行を監査する。 
（4）社外の弁護士その他第三者機関との関係を保ち、必要がある場合に意見を求め、法令違反等

の未然防止に努める。 
（5）使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制を確保する。 
（6）反社会的勢力との関係は、法令違反に繋がるものと認識し、その取引は断固拒絶し反社会的

勢力による被害の防止に努める。 
（7）グループ内すべての取締役、監査役、執行役員および使用人からのコンプライアンス違反に

対する社内通報体制として、内部通報制度を整備し、その運用に関する規程を定め、是正、

改善の必要があるときは速やかに適切な措置をとる。 
（8）内部監査責任者は内部監査規程に基づき法令および定款の遵守体制に対して監査を行い、そ

の有効性について評価し、是正、改善の必要があるときは、遅滞なく社長に報告し、同時に

監査等委員である取締役へ報告する。 
 
２．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

（1）取締役の職務執行に係る情報については、取締役会規程、稟議規程、文書管理規程に基づき

その保存媒体に応じて適切かつ確実に検索性の高い状態で保存および管理することとし、必

要に応じて 10 年間は閲覧可能な状態を維持する。 
（2）第１項に係る事務は総務局が所管し、取締役の職務執行に係る情報の保存および管理につい
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て継続的な改善を行う。 
（3）内部監査責任者は内部監査規程に基づき取締役の職務執行に係る情報の保存および管理に対

して監査を行い、是正、改善の必要があるときは、遅滞なく社長に報告し、同時に監査等委

員である取締役へ報告する。 
  
３．当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

（1）リスク管理体制を整備するために、リスク管理に係る規程を定める。 
（2）グループ内リスク管理体制強化のため、総務局内に内部統制担当者を置き、内部統制担当者

は、グループにおけるリスク管理および内部統制の状況を点検し、改善を推進する。 
（3）販売先、仕入先、銀行、関係会社との取引は、業務分掌・職務権限表、稟議規程、営業管理

規程、経理規程、関係会社管理規程、文書管理規程に基づいて行い、総務局長を責任者とし

て管理の事務局は総務局が行う。 
（4）重要情報の適時開示を果たすため、取締役は、会社の損失に影響を与える重要事実の発生の

報告を受けた場合は、遅滞なく取締役会または経営会議に報告し、取締役会または経営会議

において報告された情報が開示すべきものかどうかを判断し、適時適切な開示の指示を行う。

また、必要ある場合、社長を本部長とする対策本部を設置し、顧問弁護士等を含めたチーム

を組織し、迅速な対応を行い、損害の拡大防止体制を整える。 
（5）取締役、執行役員、子会社社長は、取締役会において会社の財務状況の把握に努め、担当す

る部門における月次の損益状況を報告し、会社の損失に影響を与える重要事実が発見された

場合は、その情報が開示すべきものかどうかを判断し、適時適切な開示を行う。 
（6）内部監査責任者は内部監査規程に基づきリスク管理体制に対して監査を行い、その有効性に

ついて評価し、是正、改善の必要があるときは、遅滞なく社長に報告し、同時に監査等委員

である取締役へ報告する。 
 
４．当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

（1）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制として、取締役会を月 1
回開催するほか、必要に応じて適宜臨時に開催するものとし、経営に関わる業務執行上の重

要案件については、取締役および子会社代表取締役から構成される経営会議において事前審

議を行い、その審議を経て執行決定を行うこととし、経営会議は月１回開催する。 
（2）取締役の業務執行については、取締役会規程、稟議規程、業務分掌・職務権限表、執行役員

規程に基づきそれぞれの責任者およびその責任、執行手続等について定めることとする。 
（3）取締役が業務執行を効率的に行うために、業務の合理化および手続き等の簡略化に努め、必

要あるときは総務局からの助言を得る。 
（4）業務の効率化を図るため、内部統制が有効に機能するようＩＴシステムに関する整備を推進

する。 
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５．当社グループの使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

（1）当社グループの社会的責任を果たすため、「法令遵守」、「倫理面の充実」、「社会貢献」およ

び「財務報告への信頼性」を柱とする倫理規範を定め、法令を遵守し、高い倫理規範を持っ

て行動する。 
（2）内部監査部門として執行部門から独立した内部監査室を設置し、内部監査責任者は内部監査

規程に基づき監査を実施する。 
（3）当社グループにおける重要な法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事実等に対す

る報告体制として、社外の弁護士その他第三者機関との情報の授受は総務局が行い、知り得

た情報は遅滞なくコンプライアンス管理責任者である総務局長を通じて、取締役会または経

営会議に報告する。 
（4）グループ内使用人からのコンプライアンス違反に対する社内通報体制として、内部通報制度

を整備し、その運用に関する規程を定め、是正、改善の必要があるときは速やかに適切な措

置をとる。 
 
６．その他当社グループにおける業務の適正を確保するための体制 

（1）当社グループにおける業務の適正を確保するための体制として、関係会社管理規程を定め、

関係会社の管理は総務局が行い、関係会社に重要な法令違反その他コンプライアンスに関す

る重要な事実等が発見された場合は、遅滞なく関係会社管理責任者である総務局長を通じて、

取締役会または経営会議に報告する。 
（2）内部監査責任者は、内部監査規程に基づき関係会社の監査を定期的に実施し、その結果につ

いて社長に報告する。また、関係会社に重要な法令違反その他コンプライアンスに関する重

要な事実等を発見した場合、遅滞なく社長を通じて、取締役会または経営会議に報告し、同

時に監査等委員である取締役へ報告する。 
（3）関係会社は、関係会社管理規程に定める報告事項に関して報告しなければならない。また、

企業集団全体に関する会議へ参加しなければならない。 
（4）内部統制システムを整備するに当たっては、当社グループ全体に亘る体制を整備する。 
 
７．監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に

関する体制 

 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、当社の使用人から補助

者を任命することができる。ただし、補助者は業務の執行に係る役職を兼務してはならない。 
 
８．前号の使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項 

 当該補助者の評価、任命、解任、人事異動、賃金等の改定については監査等委員会の同意を得

た上で取締役会が決定する。 
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９．当社グループの取締役および使用人が監査等委員に報告するための体制 

 監査等委員である取締役は、監査等委員会規程に基づき取締役会および重要な会議への出席、

関係資料の閲覧等を行い、積極的な意見交換を行うことができるほか、必要があれば取締役およ

び使用人に対しその説明を求めることができる。 
 また、企業集団において重要な法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事実等が発見

された場合は、遅滞なく監査等委員へ報告する。 
 
10．その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

（1）内部監査責任者は、内部監査規程および監査等委員会規程に基づき、内部監査の計画の立案

および実施に当たっては、監査等委員会と堅密な連携を保つと同時に、定期的な報告を行い、

必要に応じて特定事項の調査の依頼を受けることができる。 
（2）内部統制担当者は、監査等委員会と堅密な連携を保つとともに、監査等委員からの求めに応

じて関係部署とともに監査上必要な調査を行う。 
（3）監査等委員会監査事務に不都合がある場合は総務局においてこれを補助する。 
（4）監査等委員会は当社のコンプライアンス体制に問題があると認めるときは、その意見を述べ

るとともに、改善策の策定を求めることができる。 
（5）監査等委員会は、その職務の遂行に関し、弁護士、公認会計士、税理士等の外部専門家を活

用することができ、会社の定める手続きに従い請求することによって、その費用を会社負担

とすることができる。 
 
11．財務報告の適正性を確保するための体制 

（1）当社グループの財務報告が適正に行われるよう、当基本方針に基づく経理業務に関する規定

を定めるとともに、財務報告に係る内部統制の体制整備と有効性向上を図る。 
（2）財務報告に関して重要な虚偽記載が発生する可能性のあるリスクについて識別、分析し、財

務報告への虚偽記載を防ぐため、財務報告に係る業務についてその手順等を整備し、リスク

の低減に努める。 
（3）内部統制担当者は、内部統制の不備に関する重要な事実等が発見された場合、遅滞なく、取

締役会または経営会議に報告する。また、併せて監査等委員会へ報告する。 
（4）上記（1）から（3）に掲げる方針および手続等を運用するに当たり、ＩＴ環境の適切な理解

とこれを踏まえたＩＴの有効かつ効率的な利用を推進し、ＩＴに係る全般統制および業務処

理統制の整備に努め、迅速かつ適切な対応ができるようにする。 
（5）内部監査部門は、財務報告に係る内部統制に対して監査を行い、その有効性について評価し、

是正、改善の必要があるときは、遅滞なく社長に報告し、同時に監査等委員会へ報告する。 
（6）財務報告に係る内部統制システムの具体的な整備および運用に関しては、「財務報告に係る

内部統制の整備運用規程」に定める。 
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【2】業務の適正を確保する体制の運用状況 

１．取締役の職務執行およびグループ管理体制 

 当社の取締役会は、監査等委員である取締役を除く取締役６名、および、監査等委員である取

締役３名で構成し、原則毎月１回開催しており、法令で定められた事項のほか経営に関する重要

事項の報告および意思決定を行うとともに、各取締役の業務執行の監督を行っております。また、

取締役（監査等委員である取締役を除く。）の人事、処遇に関わる運営の透明性を高めるため、取

締役（監査等委員である取締役を除く。）については報酬を含む処遇の決定はすべて取締役会に諮

ることとしております。 
 また、上記とは別に経営会議を開催しており、取締役６名のほか、常勤監査等委員１名、執行

役員、各子会社社長が出席し、四半期に１回開催しております。経営会議では、予算管理と業務

執行状況を中心とした報告のほか、取締役会決議事項の事前確認を行い、当社グループの業況の

把握と情報の共有化に努めております。 
 
２．監査等委員の職務執行 

 当社は監査等委員会設置会社であり、監査等委員は現在３名で、うち１名が常勤の監査等委員

で、残り２名が会社法第２条第 15 号に定める社外取締役の条件を満たす者であります。監査等委

員は、毎月開催される取締役会やその他重要な会議へ出席し、取締役の業務執行の監視および会

社の業務全般について適法かつ適正に行われているかを監査計画に基づき監査しております。ま

た、毎月開催する監査等委員会において全監査等委員出席のもと重要事項の協議等を行っており

ます。 
 社外取締役である監査等委員武田真由美（戸籍上の氏名：田辺真由美）は、公認会計士として

の実務経験に基づく経営に関する高い見識を有する者であり、社外取締役である監査等委員福川

盛二は、長年に亘る企業経営の経験から企業の経営および会計に関する相当程度の知見を有する

者であります。当社は、両名に対して、専門的見識からの意見表明だけではなく、社内常識の形

骸化によって生じるおそれのある内部統制リスク等に関してリスク管理体制について客観的な評

価を求めております。また、社外取締役２名は、取締役会にも出席し、議事録、計算書類、その他

重要書類等の閲覧を行ったうえで常勤監査等委員による監査情報を聴取することによって、グル

ープ全体に亘る状況の把握に努めております。 
 
３．内部監査およびリスク管理体制 

 当社コンプライアンス委員会は、常務取締役萱原一則が委員長を務め、取締役 CIO 間敬三、常

務取締役高藤聖二、常務取締役森川稔、常勤監査等委員原渕定夫のほか執行役員２名が出席し、

原則毎月１回開催しており、コンプライアンスに関する組織、体制、規程等に関する審議、業務

執行部門に対する報告徴求および重大なコンプライアンス違反に対する再発防止策の審議を行っ

ております。 
 また、専任者１名で構成しております当社内部監査室は、各事業年度に策定する内部監査計画
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に基づき、各業務執行部門の業務監査および会計監査、監査結果の代表取締役社長への報告、業

務改善指導および確認等を行うほか、必要ある場合には臨時の内部監査を実施し、監査等委員お

よび監査法人との連携を保ち、内部統制体制の強化に努めております。また、子会社への内部監

査も実施しております。 
 
【3】反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方およびその整備状況 

１．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方 

 当社は内部統制システム構築の基本方針第１条（6）に定める「反社会的勢力との関係は、法令

違反に繋がるものと認識し、その取引は断固拒絶し反社会的勢力による被害の防止に努める。」こ

とを基本方針としております。 
 また、当社倫理規範第７条（反社会的勢力の排除）に「私たちは、社会正義を貫徹し、顧客、市

場、社会からの信頼を勝ち得るべく、反社会的勢力の不当な介入を許すことなく、断固として排

除します。」と掲げ、全社を挙げて反社会的勢力による被害の防止に努めております。 
 
２．反社会的勢力排除に向けた整備状況 

① 対応統括部署、不当要求防止責任者の設置状況および外部の専門機関との連携状況 
 当社総務局を対応統括部署とし、不当要求防止責任者を選任、香川県警察本部の主催する講習

会に参加しております。 
② 反社会的勢力に関する情報の収集・管理状況 
 当社は、取引先との取引開始時には必ず「記事検索」、「企業検索」等を利用した企業調査を行

い、取引先が反社会的勢力と関わりがないことを確認するほか、信用調査等に該当ない場合で

も、相手方の人相、風体、話しぶり等により疑念が生じた場合は、総務局長に相談することと

しております。 
③ 対応マニュアルの整備状況 
 当社は、社内イントラネット上に、日常業務での注意点、面談要求への対応などを記載した「反

社会的勢力対応マニュアル」を掲載し、常時全役職員が閲覧可能としております。 
④ 研修活動の実施状況 
 当社は、総務局が中心となって適宜個別に反社会的勢力排除に向けた基本方針等について説明

を行っております。 
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連結株主資本等変動計算書 

連結株主資本等変動
計 算 書 

 

  

〔 2025 
2026 

年 
年 

４ 
３ 
月 
月 

１ 
31 

日から 
日まで 〕 

（単位：千円） 
  

 
株   主   資   本 

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 
株 主 資 本 
合 計 

当 期 首 残 高 294,868 311,073 1,591,992 △226,254 1,971,680 
当 期 変 動 額      
剰 余 金 の 配 当   △26,471  △26,471 
親 会 社 株 主 に 帰 属 
する当期純損失 (△ )   △4,762  △4,762 

自 己 株 式 の 処 分  133,138  101,281 234,420 
株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）      

当 期 変 動 額 合 計 - 133,138 △31,234 101,281 203,185 
当 期 末 残 高 294,868 444,212 1,560,757 △124,972 2,174,866 

  

 

（単位：千円） 
  

 
その他の包括利益累計額  

純資産合計 その他有価証券 
評 価 差 額 金 

退 職 給 付 に 係 る 
調 整 累 計 額 

そ の 他 の 包 括 
利 益 累 計 額 

新株予約権 

当 期 首 残 高 64,591 △1,497 63,093 3,030 2,037,804 
当 期 変 動 額      
剰 余 金 の 配 当     △26,471 

親会社株主に帰属 
する当期純損失(△)    

 
△4,762 

自 己 株 式 の 処 分     234,420 
株主資本以外の項目の 
当期変動額 ( 純 額) 66,406 1,122 67,528  △3,030 64,498 

当 期 変 動 額 合 計 66,406 1,122 67,528 △3,030 267,684 
当 期 末 残 高 130,997 △375 130,622 - 2,305,488 
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連結注記表 

〔連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記〕 

１．連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数および主要な連結子会社の名称 

連結子会社の数  ７社 

連結子会社の名称 株式会社あわわ 

アド・セイル株式会社 

株式会社ゴング 

株式会社 adear 

株式会社ＦＩＳＨ 

株式会社ＭＤ＆アソシエイツ 

株式会社フェロー 

   当連結会計年度より、当社の連結子会社であった株式会社メディア・エーシーは、同じく当社の連

結子会社である南放セーラー広告株式会社を吸収合併存続会社とする吸収合併により消滅したた

め、連結の範囲から除外しております。また、吸収合併存続会社である南放セーラー広告株式会社

は、株式会社 adear に商号変更しております。また、株式会社フェローは全株式を取得したことによ

り、当連結会計年度から連結の範囲に含めております。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

（1）持分法を適用した関連会社数    ― 社 

（2）持分法を適用しない関連会社の名称等 

ひょうたん島不動産合同会社 

（持分法を適用しない理由） 

当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等から見て、持分法の対象から

除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性が乏しいため、持

分法の適用範囲から除外しております。 

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

 

４．重要な会計方針に関する事項 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 

満期保有目的の債券 

償却原価法（定額法） 

その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの 

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法 

②棚卸資産 

商             品 

総平均法による原価法（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法
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により算定） 

仕掛品および貯蔵品 

主として個別法による原価法（連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定） 

（2）重要な固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産（投資不動産を含む） 

定率法 

ただし、1998 年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに 2016 年４月１日以

降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。なお、主な耐用

年数は以下のとおりであります。 

  建物及び構築物   ８～50 年 

  工具器具備品    ２～20 年 

②無形固定資産 

定額法 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。 

 

（3）重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

②賞与引当金 

従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上してお

ります。 

③役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上し

ております。 

 

（4）その他連結計算書類の作成のための重要な事項 

①退職給付に係る会計処理の方法 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の額の見込額に基

づき計上しております。退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末ま

での期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。数理計算上の差異は、

各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による

定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。 

     

   ②のれんの償却方法及び償却期間 

    のれんの償却については、投資効果の発現する期間を合理的に見積り、５年にわたり定額法   

で償却しております。 

 

（５）重要な収益及び費用の計上基準 

当社グループは、下記の５ステップアプローチに基づき収益を認識しております。 

ステップ１：顧客との契約を識別する 

ステップ２：契約における履行義務を識別する 
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ステップ３：取引価格を算定する 

ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する 

ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する 

   当社グループは、顧客に対して広告事業、リテール事業およびソフト開発事業を提供しております。 

広告事業におきましては、テレビ、ラジオ、新聞および雑誌を中心とする各種メディアを媒体とした広

告の企画、立案、制作、ならびにセールスプロモーションやインターネット関連広告等のサービスの提

供を行っております。 

各種メディアを媒体とした広告の企画、立案、制作に関しては、制作物等が完成し、顧客に引き渡さ

れる時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。テレビ、ラジオ、新聞

および雑誌を中心とする各種メディアを媒体としたプロモーションに関しては、媒体ごとのプロモーショ

ンがなされた時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。折込チラシ

やダイレクトメール等のセールスプロモーション及びイベントプロモーションに関しては、各プロモーショ

ンの終了時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。インターネット

関連広告に関しては、一定期間にわたってサービスが提供され、契約期間にわたり履行義務が充足さ

れるため、当該期間における期間按分にて収益を認識しております。 

広告業の収益は、主として代理人としての性質が強いと判断されるため、当社グループが提供する

サービスに対する報酬として顧客から受領する対価から関連する原価を控除した純額により計上して

います。ただし、本人としての性質が強いと判断される一部の取引に関しては、顧客から受領した対価

と原価を総額で計上しております。 

広告業における取引の対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な

金融要素は含んでおりません。 

リテール事業においては、物産館「徳島・香川トモニ市場」の運営ならびに EC サイトの運営を行って

おります。物産館「徳島・香川トモニ市場」は店舗販売であり、通常、商品を顧客に引き渡した時点で履

行義務が充足されると判断しており、当該商品の引渡時点において収益を認識しております。また、Ｅ

Ｃサイトは、通信販売であり、出荷時から当該商品の支配が顧客に移転されるまでの期間が通常の期

間であるため、出荷時点で履行義務が充足されたと判断し、収益を認識しております。これらの取引の

対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりませ

ん。 

ソフト開発事業においては、自動連絡システムやクラウド予約システムなどソフトウェア等の開発なら

びにハード機器の販売を行っております。ソフトウェア等の開発については顧客に納品した時点で履

行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。またハード機器の販売についても

顧客に納品した時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。 

 

〔未適用の会計基準等に関する注記〕 

（リースに関する会計基準等） 

・「リースに関する会計基準」（企業会計基準第 34 号 2024 年 9 月 13 日） 

・「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 33 号 2024 年 9 月 13 日）ほか、関

連する企業会計基準、企業会計基準適用指針、実務対応報告及び移管指針の改正 

 

（1）概要 

国際的な会計基準と同様に、借手の全てのリースについて資産・負債を計上する等の取扱いを定めるも

のです。 
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（2）適用予定日 

2028 年３月期の期首より適用予定であります。 

 

（3）当該会計基準等の適用による影響 

「リースに関する会計基準」等の適用による連結計算書類に与える影響額については、現時点で評価中

であります。 

 

〔収益認識に関する注記〕 

１．収益の分解情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

広告事業 リテール事業 ソフト開発事業 合計 

 顧客との契約から生じる収益 2,044,100 59,810 120,938 2,224,849 

 外部顧客への収益 2,044,100 59,810 120,938 2,224,849 

 

２．収益を理解するための基礎となる情報 

収益を理解するための基礎となる情報は「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関

する注記 4.重要な会計方針に関する事項 (5)重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであり

ます。 

 

３．当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報 

（１）契約資産及び契約負債の残高等 

顧客との契約から生じた債権および契約負債の残高は以下のとおりです。 

 

当連結会計年度（自 2025年4月１日 至 2026年3月31日） 

（単位：千円） 

 2025年４月１日 2026年３月31日 

顧客との契約から生じた債権 

受取手形及び売掛金 
1,333,246 1,336,276 

契約負債 

前受金 
66,603 74,495 

（注）１ 連結貸借対照表において、顧客との契約から生じた債権は、受取手形及び売掛金に含まれてお

ります。当該金額には代理人取引として第三者のために回収した金額も含めております。 

（注）２ 契約負債は、顧客との契約に基づき、注文時など履行義務の充足前に受領した前受金等であり

ます。個々の契約に基づく履行義務が充足された時点で契約負債の認識が中止され、それと同

時に収益が認識されます。契約の成立（注文等）から義務の履行まで通常１年を超過することは

ないため、重要な金融要素は含んでおりません。契約負債の期首残高のうち当連結会計年度に

認識した収益の金額は、66,603千円（代理人取引控除前金額）であります。また、残存履行義務

の予想契約期間は１年以内であります。 

 

（2）残存履行義務に配分した取引価格 

当社グループでは、当初に予定される顧客との契約期間が1年以内であるため、残存履行義務に
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配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間の記載を省略しております。 

 

〔会計上の見積りに関する注記〕 

１．繰延税金資産の回収可能性 

（１）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 

    繰延税金資産  81,559千円 

  なお、繰延税金資産は繰延税金負債と相殺前の金額を表示しております。 

 

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

①算出方法 

繰延税金資産の回収可能性は、将来減算一時差異および税務上の繰越欠損金に対して、将来

の収益力に基づく課税所得の見積りにより判断しています。 

②主要な仮定 

将来の一時差異等加減算前課税所得は、取締役会の承認を得た事業計画に基づいて見積って

おり、事業計画に含まれる総売上高、売上総利益率、販売費及び一般管理費の予測が主要な仮

定であります。 

 

（３）翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響 

繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存するため、その見積りの前提とし

た仮定に変更が生じた場合、翌連結会計年度の連結計算書類において繰延税金資産および法人

税等調整額の金額に重要な影響を与える可能性があります。 

 

２．固定資産の減損 

（１）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 

（単位：千円） 

 当連結会計年度 

減 損 損 失 - 

有形固定資産 841,318 

無形固定資産 48,160 

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

①見積りの算出方法 

減損の兆候の把握、減損損失の認識及び測定は、翌連結会計年度予算、及び将来キャッシュ・

フローの見積りを使用しております。資金生成単位は、各本支社を独立したキャッシュ・フローを生

み出す最小の単位としており、各本支社の営業損益が2期連続してマイナスとなった場合、及び

固定資産の時価が著しく下落した場合等に減損の兆候を把握しております。減損の兆候が把握

された各本支社については、将来キャッシュ・フローを見積り割引前キャッシュ・フローの合計が当

該本支社の固定資産の帳簿価額を下回る場合には、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。回収可能価額は、正味売却価額と使用

価値のいずれか高い金額によっております。 

②主要な仮定 

将来キャッシュ・フローの見積りは、適切な権限を有する経営者の承認を得た事業計画に基づく

各本支社の営業損益予測に基づいております。割引前将来キャッシュ・フローの合計及び使用価

値の算定にあたっては、各本支社の営業継続期間の予測を20年としております。 
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（３）翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響 

主要な仮定は、いずれも見積りの不確実性が高く、経営環境の著しい変化があった場合は、当初

見込んだ将来キャッシュ・フローまたは回収可能価額が変動することにより、減損損失を計上する

可能性があります。 

 

〔連結貸借対照表に関する注記〕 

 １．担保資産および担保付債務 

（1）担保に供している資産 

 現 金 及 び 預 金 71,813 千円 

 建 物 及 び 構 築 物 157,595 千円 

 土 地 514,394 千円 

 投 資 不 動 産 465,641 千円 

 計 1,209,445 千円 

（2）担保付債務 

 支払手形及び買掛金 166,556 千円 

 短 期 借 入 金 60,000 千円 

 長 期 借 入 金 147,207 千円 

 （一年以内返済分含む） 

 社債に係る銀行保証 200,000 千円 

 計 573,763 千円 

 

２．有形固定資産の減価償却累計額 

  833,615 千円 

 

３．投資不動産の減価償却累計額 

  247,368 千円 

 

〔連結株主資本等変動計算書に関する注記〕 

１．発行済株式に関する事項  

株式の種類 
当連結会計年度期首 

株式数 

当連結会計年度 

増加株式数 

当連結会計年度 

減少株式数 

当連結会計年度末 

株式数 

普通株式 6,078,000 株 ― 株 ― 株 6,078,000 株 

  

２．自己株式に関する事項  

株式の種類 
当連結会計年度期首 

株式数 

当連結会計年度 

増加株式数 

当連結会計年度 

減少株式数 

当連結会計年度末 

株式数 

普通株式 1,666,028 株 14,900 株 750,000 株 930,928 株 

（変動事由の概要） 

増加数の内訳は、次のとおりであります。 

譲渡制限付株式の無償取得       14,900株 

減少数の内訳は、次のとおりであります。 

新株予約権の権利行使に伴う処分  750,000株 
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３．新株予約権に関する事項 

区分 
新株予約権

の内訳 

新株予約権の

目的となる株式

の種類 

新株予約権の目的となる株式の数(千株) 当連結会

計年度末

残高 

(千円) 

当連結会計年度

期首 

当連結会計年度

増加 

当連結会計年度

減少 

当連結会計年度

末 

当社 
第４回 

新株予約権 
普通株式 750 ― 750 ― ― 

 

４．配当に関する事項 

①配当金支払額  

決議 株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり配当額 

（円） 
基準日 効力発生日 

2025年５月14日 

取締役会 
普通株式 26,471 6.00 2025年３月31日 2025年６月10日 

  

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

 決議 
株式の 

種 類 

配 当 金 の 

総 額 

（千円） 

配 当 の 

原 資 

１ 株 当 た り 

配 当 額 

（円） 

基準日 効力発生日 

2026年５月14日 

取締役会 
普通株式 30,882 

利 益 

剰 余 金 
6.00 2026年３月31日 2026年６月８日 

 

 

〔金融商品に関する注記〕 

 １．金融商品の状況に関する事項 

（1）金融商品に対する取組方針 

当社グループは、毎月の資金繰り計画に基づき、経常的運転資金については短期的な銀行借入 

により、設備投資や企業買収資金などの経営戦略的事業資金については長期的な銀行借入によっ

て資金調達することを基本とし、社債の発行を含め、安定的な事業資金の調達に努めております。 

また、余剰資金については、元本返還の確実性を考慮した金融資産による運用を含め、資金有効

活用を図っており、有価証券につきましては、営業推進上必要と認めた場合のみ、これを購入してお

ります。 

 なお、当社グループにおきましては、デリバティブ取引は行っておりません。 

 

（2）金融商品の内容およびそのリスク 

金融資産のうち、受取手形および売掛金は、顧客の信用リスクに晒されており、主に政策投資を

目的とした株式である投資有価証券は、市場価格および企業業績の変動リスクに晒されております。 

金融負債のうち、支払手形は原則３ヶ月以内、買掛金は２ヶ月以内を支払期日としており、短期借

入金をこれらの支払に充当する場合、資金調達に係る流動性リスクに晒されております。また、前述

に記載の資金調達を目的とした長期借入金および社債は、償還日は決算日後、最長で11年であり、

すべて固定金利であります。 
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（3）金融商品に係るリスク管理体制 

  ①顧客の信用リスクの管理 

当社グループは、営業管理規程において各営業部門長を売掛債権管理責任者と定め、広告主

の財務状況、その他必要事項を常に把握させ、管理帳票により売掛債権の回収に関し日常的に

留意するよう指導するとともに、毎月滞り個別債権回収のための活動および回収状況を経営会議

に報告させております。 

   ②市場価格および企業業績の変動リスクの管理 

当社グループ保有の投資有価証券については、定期的に時価や発行企業の財務情報を得、発

行企業との取引関係等を勘案したうえで保有状況の見直しに努めております。 

   ③資金調達に係る流動性リスク 

当社グループは、各拠点からの報告に基づき管理部門が毎月資金繰り計画を作成し、手持資金

の流動性を勘案のうえ、流動性リスクを管理しております。 

   ④金利の変動リスク 

当社は、長短借入金残高に基づいた銀行との取引状況を毎月取締役会に報告させ、銀行借入

金および社債に係る支払金利の変動リスクを管理しております。 

 

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

 金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用する

ことにより、当該価額が変動することもあります。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

 2026年３月31日現在における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のと

おりであります。なお、市場価格がない株式等については、次表に含めておりません。 

（単位：千円） 

 連結貸借対照表計上額 時価 差額 

（1）投資有価証券    

① 満期保有目的の債券 20,000 19,428 △572 

② その他有価証券 356,712 356,712 － 

資 産 計 376,712 376,140 △572 

（2）社債 200,000 191,724 △8,275 

（3）長期借入金（※3） 197,207 193,851 △3,355 

負 債 計 397,207 385,576 △11,630 

※1 「現金及び預金」については現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額

に近似するものであることから、記載を省略しております。 

※2 「受取手形及び売掛金」、「支払手形及び買掛金」、「短期借入金」については短期間で決済される

ため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。 

※3 長期借入金には、一年内返済予定の長期借入金を含めております。 

 

注１．有価証券に関する事項 

（1）投資有価証券 

保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は次のとおりであります。 
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① 満期保有目的の債券（2026年３月31日） 

（単位：千円） 

 種類 
連結貸借対照表 

計上額 
取得価額 差額 

連結貸借対照表計上額が取得

価額を超えないもの 

国債 

地方債等 
20,000 20,000 - 

合計 20,000 20,000 - 

 

 

② その他有価証券（2026年３月31日） 

（単位：千円） 

 種類 
連結貸借対照表 

計上額 
取得価額 差額 

連結貸借対照表計上額が取得

価額を超えるもの 
株式 326,931 159,590 167,340 

連結貸借対照表計上額が取得

価額を超えないもの 
株式 29,780 30,000 △219 

合計 356,712 189,590 167,121 

 

③ 当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

（単位：千円） 

区分 売却額 売却益の合計 売却損の合計 

株式 1,177 695 － 

合計 1,177 695 － 

 

④ 減損処理を行った有価証券（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

該当事項はありません。 

 

注２．市場価格のない株式等は、「（１）投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸

借対照表計上額は以下のとおりであります。 

（単位：千円） 

区分 連結貸借対照表計上額 

非上場株式 16,758 
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注３．金銭債権および満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額 

（単位：千円） 

 1年内 
1年超 

5年内 

5年超 

10年内 
10年超 

現金及び預金 704,482 － － － 

受取手形及び売掛金 1,336,276 － － － 

投資有価証券     

満期保有目的の債券     

 地方債 － 20,000 － － 

合計 2,040,759 20,000 －  － 

 

注４．短期借入金、社債および長期借入金の連結決算日後の返済予定額 

（単位：千円） 

 １年内 
１年超 

２年内 

２年超 

３年内 

３年超 

４年内 

４年超 

５年内 
５年超 

短期借入金 60,000 － － － － － 

社債 - － 100,000 100,000  - － 

長期借入金 35,597 19,330 108,040 8,040 8,040 18,160 

合計 95,597 19,330 208,040 108,040 8,040 18,160 

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３つの

レベルに分類しております。 

 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該

時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定された時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらの

インプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低い

レベルに時価を分類しております。 

 

（１）時価をもって連結貸借対照表に計上している金融商品 

当連結会計年度（2026年３月31日） 

（単位：千円） 

区分 
時価 

レベル1 レベル2 レベル3 合計 

投資有価証券     

 その他有価証券 356,712 － － 356,712 

合計 356,712 － － 356,712 

 



19 
 

（２）時価をもって連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

当連結会計年度（2026年３月31日） 

（単位：千円） 

区分 
時価 

レベル1 レベル2 レベル3 合計 

投資有価証券     

 満期保有目的の債券 

 地方債 
－ 19,428 － 19,428 

資産計 － 19,428 － 19,428 

社債 － 191,724 － 191,724 

長期借入金 

（1年内返済予定の長期借入金を含む） 
－ 193,851 － 193,851 

負債計 － 385,576 － 385,576 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

投資有価証券 

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、そ

の時価をレベル１の時価に分類しております。 

満期保有目的の債券については取引金融機関から提示された時価情報によっております。当社が

保有している債権は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないた

め、その時価をレベル２の時価に分類しております。 

社債 

社債の時価については、元利金の合計を新規に同様の社債発行を行った場合に想定される利率で

割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 

長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む） 

これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間および信用リスクを加味した利率を基に、

割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。 
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〔賃貸等不動産に関する注記〕 

 賃貸等不動産の状況および時価に関する事項 

 賃貸等不動産の概要 

 当社グループは、香川県その他の地域において、賃貸用の店舗・マンション（土地を含む）を所有

しております。2026年３月期における賃貸等不動産に関する賃貸損益は18,144千円（賃貸収益は営

業外収益に、賃貸費用は営業外費用に計上）であります。 

 なお、賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額および当連結会計年度における主な変動ならびに

連結決算日における時価および算定方法は以下のとおりであります。 

（単位：千円） 

連結貸借対照表計上額 
連結決算日における時価 

当連結会計年度期首残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高 

597,397 3,971 601,369 460,847 

  

（注） １． 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額および減損損失累計額を控除し

た金額であります。 

 ２． 期中増減額のうち、当連結会計年度の主な増加は不動産取得(15,280千円)、減少は減価償

却(11,308千円)であります。 

 ３． 期末の時価は重要性のあるものについては「不動産鑑定評価基準」に基づいており、その他

は指標などを用いて自社で算定した金額であります。 

 

〔１株当たり情報に関する注記〕 

１．１株当たり純資産額 

 

447円92銭 

２．１株当たり当期純損失 0円99銭 

 
〔その他の注記〕 

（企業結合等関係） 

取得による企業結合 

当社は、2025 年８月 27 日開催の取締役会において株式会社フェローの全株式を取得し、子会

社化することについて決議し、2025 年９月 17 日付で株式譲渡契約を締結し、2025 年 10 月１日付

で全株式を取得しました。 

(1) 企業結合の概要 

 ①  被取得企業の名称及びその事業の内容 

   被取得企業の名称    株式会社フェロー 

   事業の内容          ソフトウェア開発事業 

 ②  企業結合を行った主な理由 

近年、社会のデジタル化は急速に進み、生活者が情報に接する手段は、オンラインを

中心に多様化・複雑化しております。これに伴い、企業や自治体のコミュニケーション活

動には、従来の広告手法を超えた、データとテクノロジーを駆使する新たな発想が不可

欠となっております。フェロー社は、1993 年の設立以来、電話自動応答システムに関す
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る高度な技術力と開発実績を積み重ね、現在は、自治体における各種自動連絡システ

ムや、24 時間対応が求められる斎場のクラウド予約システムなど、生活者との接点をオ

ートメーションシステムによって最適化を図りコミュニケーションの質を高める分野におい

て社会インフラの一端を担う強固な事業基盤を確立してきました。当社の持つマーケテ

ィング領域の企画・提案力およびデータ分析力と、フェロー社の持つコミュニケーション

領域のオートメーション技術および自治体等との強固な顧客基盤を融合させることによ

って、既存メディアと電話や SMS といったダイレクトチャネルを組み合わせたコミュニケ

ーション戦略の設計、社会変化に対応したより効率的で確実な行政コミュニケーション

の実現、ならびに、両社のノウハウと顧客基盤を組み合わせることによるコミュニケーショ

ンビジネスと親和性の高い新たなサービスの開発が可能になると考えております。 当

社は、フェロー社を新たなグループ会社として迎えることで、両社の強みを最大限に活

かしながら、テクノロジーの力によるコミュニケーションの質の向上とその可能性を最大

化し、地域社会とともに未来を共創するパートナーとなることを目指してまいります。 

③  企業結合日 

   2025 年 10 月１日 

 ④  企業結合の法的形式 

  現金を対価とする株式取得 

⑤ 結合後企業の名称 

   株式会社フェロー 

 ⑥  取得した議決権比率 

   100％ 

 ⑦  取得企業を決定するに至った主な根拠 

  当社が現金を対価として、株式を取得したためであります。 

  

(2) 連結財務諸表に含まれている被取得企業の業績の期間 

     2025 年 10 月１日から 2026 年３月 31 日 

  

(3) 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

  取得の対価 現金 90,000 千円 

  取得原価   90,000 千円 

  

(4) 主要な取得関連費用の内容及び金額 

   アドバイザリー費用 25,350 千円 
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(5) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間  

① 発生したのれんの金額   

   4,740 千円 

 ② 発生原因 

   今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力であります。 

 ③ 償却方法及び償却期間 

   ５年間にわたる均等償却 

  

(6) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

流動資産  90,335 千円 

固定資産  4,422 千円 

資産合計 94,758 千円 

流動負債 9,498 千円 

固定負債 ―千円 

負債合計 9,498 千円 

 

(7) 企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連

結損益計算書に及ぼす影響の概算額及びその算定方法 

当該影響の概算額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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株主資本等変動計算書 

株 主 資 本 等 変 動 
計 算 書 

 

  

〔 2025 
2026 

年 
年 

４ 
３ 
月 
月 

１ 
31 

日から 
日まで 〕 

（単位：千円） 
  

 
株     主     資     本 

資  本  金 
資   本   剰   余   金 

資 本 準 備 金 その他資本剰余金 資本剰余金合計 

当 期 首 残 高 294,868 194,868 116,205 311,073 
当 期 変 動 額     
剰 余 金 の 配 当     
当 期 純 損 失     
自 己 株 式 の 処 分   133,138 133,138 

株主資本以外の項目の 
当 期 変 動 額（純額      

当 期 変 動 額 合 計 - - 133,138 133,138 
当 期 末 残 高 294,868 194,868 249,343 444,212 

  

（単位：千円） 
  

 

株     主     資     本 

利   益   剰   余   金 

利 益 準 備 金 
そ の 他 利 益 剰 余 金 

利益剰余金合計 
土地圧縮積立金 別 途 積 立 金 繰越利益剰余金 

当 期 首 残 高 34,500 25,420 1,238,500 106,685 1,405,106 
当 期 変 動 額      
剰 余 金 の 配 当    △26,471 △26,471 
当 期 純 損 失    △56,844 △56,844 
自 己 株 式 の 処 分      

株主資本以外の項目の 
当 期 変 動 額（純額       

当 期 変 動 額 合 計 - - - △83,315 △83,315 
当 期 末 残 高 34,500 25,420 1,238,500 23,369 1,321,790 

 
（単位：千円） 

  

 

株主資本 評価・換算差額等  

純資産合計 
自己株式 

株 主 資 本 
合 計 

そ の 他 
有 価 証 券 
評価差額金 

評価・換算 
差額等合計 

新株予約権 

当 期 首 残 高 △226,254 1,784,795 63,737 63,737 3,030 1,851,562 
当 期 変 動 額       
剰 余 金 の 配 当  △26,471    △26,471 
当 期 純 損 失  △56,844    △56,844 
自 己 株 式 の 処 分 101,281 234,420    234,420 

株主資本以外の項目の 
当 期 変 動 額（純額）       

当 期 変 動 額 合 計   62,743 62,743 △3,030 59,713 

当 期 末 残 高 101,281 151,104 62,743 62,743 △3,030 210,817 
 △124,972 1,935,899 126,480 126,480 - 2,062,380 
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個別注記表 

〔重要な会計方針に係る事項に関する注記〕 

１．有価証券の評価基準および評価方法 

   子会社株式および関連会社株式 ： 移動平均法による原価法 

     満期保有目的の債券 ： 償却原価法（定額法） 

   その他有価証券 

 市場価格のない株式等以外のもの： 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定） 

 市場価格のない株式等       ： 移動平均法による原価法 

  

２．棚卸資産の評価基準および評価方法 

 商   品     ： 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法により算定）  

 仕掛品および貯蔵品： 主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定） 

  

３．重要な固定資産の減価償却の方法 

   ①有形固定資産（投資不動産を含む） 

    定率法によっております。 

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降

に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。なお、主な耐用

年数は以下のとおりであります。 

 建     物 ８～50年 

 構 築 物 10～40年 

 工具、器具及び備品 5～20年 

   ②無形固定資産 

定額法によっております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に

よっております。 

  

４．重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 
債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等
特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

②賞与引当金 
従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上してお
ります。 

③退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込 

額に基づき計上しております。退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末

までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。数理計算上の差異

は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による

定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌期から費用処理しております。 
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５．重要な収益及び費用の計上基準 

当社は、下記の５ステップアプローチに基づき収益を認識しております。 

ステップ１：顧客との契約を識別する 

ステップ２：契約における履行義務を識別する 

ステップ３：取引価格を算定する 

ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する 

ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する 

 

当社は、顧客に対して広告事業を提供しております。 

広告事業におきましては、テレビ、ラジオ、新聞および雑誌を中心とする各種メディアを媒体とした

広告の企画、立案、制作、ならびにセールスプロモーションやインターネット関連広告等のサービス

の提供を行っております。 

各種メディアを媒体とした広告の企画、立案、制作に関しては、制作物等が完成し、顧客に引き渡

される時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。テレビ、ラジオ、

新聞および雑誌を中心とする各種メディアを媒体としたプロモーションに関しては、媒体ごとのプロモ

ーションがなされた時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。折

込チラシやダイレクトメール等のセールスプロモーション及びイベントプロモーションに関しては、各プ

ロモーションの終了時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。イ

ンターネット関連広告に関しては、一定期間にわたってサービスが提供され、契約期間にわたり履行

義務が充足されるため、当該期間における期間按分にて収益を認識しております。 

広告業の収益は、主として代理人としての性質が強いと判断されるため、当社が提供するサービス

に対する報酬として顧客から受領する対価から関連する原価を控除した純額により計上しています。

ただし、本人としての性質が強いと判断される一部の取引に関しては、顧客から受領した対価と原価

を総額で計上しております。 

広告業における取引の対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重大な

金融要素は含んでおりません。 

 

６．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

  （退職給付に係る会計処理の方法） 

計算書類において、未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結計算書類と

異なっております。貸借対照表上、退職給付債務に未認識数理計算上の差異を加減した額から、年

金資産の額を控除した額を退職給付引当金に計上しております。 

 

〔会計上の見積りに関する注記〕 

１．繰延税金資産の回収可能性 

（１）当事業年度の計算書類に計上した金額 

      繰延税金資産         64,003 千円 

    なお、繰延税金資産は繰延税金負債と相殺前の金額を表示しております。 

 

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

連結計算書類「会計上の見積りに関する注記 １．繰延税金資産の回収可能性」に記載した内容と

同一であります。 
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（３）翌事業年度の計算書類に与える影響 

繰延税金資産の回収可能性は将来の課税所得の見積りに依存するため、その見積りの前提とした

仮定に変更が生じた場合、翌事業年度の計算書類において繰延税金資産および法人税等調整額

の金額に重要な影響を与える可能性があります。 

 

２．固定資産の減損 

（１）当事業年度の計算書類に計上した金額 

（単位：千円） 

 当事業年度 

減損損失 - 

有形固定資産 780,964 

無形固定資産 21,624 

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

連結計算書類「会計上の見積りに関する注記 ２．固定資産の減損」に記載した内容と同一でありま

す。 

 

（３）翌事業年度の計算書類に与える影響 

主要な仮定は、いずれも見積りの不確実性が高く、経営環境の著しい変化があった場合は、当初見

込んだ将来キャッシュ・フローまたは回収可能価額が変動することにより、減損損失を計上する可能

性があります。 

 

〔収益認識に関する注記〕 

連結注記表〔収益認識に関する注記〕に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。 

 

〔貸借対照表に関する注記〕 

１．担保資産 

  担保に供している資産 

 現 金 及 び 預 金  51,800 千円 

 建 物  156,791 千円 

 構 築 物  804 千円 

 土 地  514,394 千円 

 投 資 不 動 産  465,641 千円 

 計  1,189,431 千円 

  担保付債務 

 支 払 手 形 11,650 千円 

 買 掛 金 122,070 千円 

 短 期 借 入 金 60,000 千円 

 長 期 借 入 金 147,207 千円 

 （一年以内返済分含む） 

 社債に係る銀行保証 200,000 千円 

 計 540,927 千円 
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２．有形固定資産の減価償却累計額 

  743,075 千円 

３．投資不動産の減価償却累計額 

247,368 千円 

４．関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります（区分表示したものを除く）。 

短 期 金 銭 債 権 13,735 千円 

短 期 金 銭 債 務 41,871 千円 

５．保証債務 

下記の子会社の取引先からの債務に対して、次のとおり債務保証を行っております。 

株式会社adear 1,320 千円 

〔損益計算書に関する注記〕 

  関係会社との取引高 

営業取引 369,411 千円 

営業取引以外の取引 9,795 千円 

〔株主資本等変動計算書に関する注記〕 

  2026年３月31日現在の自己株式数 

普 通 株 式 930,928 株 
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〔税効果会計に関する注記〕 

  繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 （繰延税金資産）  

   税務上の繰越欠損金 2,971 千円 

   貸倒引当金 20,841 千円 

   賞与引当金 15,052 千円 

   退職給付引当金 39,709 千円 

   減損損失 42,683 千円 

   投資有価証券評価損 20,163 千円 

    関係会社株式評価損 40,159 千円 

 株式報酬費用 9,749 千円 

   その他 20,058 千円 

  繰延税金資産小計 211,389 千円 

  評価性引当額 △147,386 千円 

  繰延税金資産合計 64,003 千円 

   

 （繰延税金負債）  

   土地圧縮積立金 △11,614 千円 

   有価証券評価差額金 △34,269 千円 

  繰延税金負債合計 △45,883 千円 

  繰延税金資産の純額 18,119 千円 

 

〔関連当事者との取引に関する注記〕 

（単位：千円） 

種類 会社等の名称 
議決権等の所有 

（被所有）割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 取引金額 科目 期末残高 

子会社 株 式 会 社

adear 

所有 

直接100％ 

不動産賃貸 

債務保証 

担保の提供 

役員の兼任 

社員の役員

派遣・出向な

ど 

事務所の賃貸

等（注１） 

9,240 

 

 

 

  前受収益 

 

 

  847 

子会社 株式会社Ｍ

Ｄ＆アソシエ

イツ 

所有 

直接100％ 

役員の兼任 

社員の役員

派遣・出向な

ど 

資金の貸付 10,000 長期貸付金 60,000 

 取引条件および取引条件の決定方針など 

（注１） 事務所の賃料等については、近隣の取引実勢を勘案の上、決定しております。 
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〔１株当たり情報に関する注記〕  

１．１株当たり純資産額 400円69銭 

  

２．１株当たり当期純損失 11円87銭 

  

 


